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3月定例会

　令和４年第１回定例会が２月２８日から３月
２３日まで開催されました。当初予算８件、専決
処分の承認２件、条例の制定及び一部改正１３件、
補正予算５件、陳情１件、人事案件２件、意見書
２件、決議１件、その他２件を審議しました。各
議員の賛否一覧は４ページをご覧ください。

　住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金給付事業費と支給に伴う
事務経費です。

　新病院建設については、令和５年
１０月の開院と令和６年１１月のグ
ランドオープンに向け、建設工事が
進められています。

　三井化学㈱から寄贈される炭鉱電
車２両を万田坑敷地内に静態保存展
示するための整備が行われます。

　「２０５０年温室効果ガス排出量
実質ゼロ」に向けて、環境にやさし
い持続可能なまちづくりを推進する
ため、一般住宅や事業者への太陽光
発電設備及び蓄電池
の設置に対して補助
が行われます。

予算関連（主なものを抜粋）

令和４年度一般会計当初予算  ２４６億４千万円
令和３年度一般会計補正予算
補正額（10号）	 ４億１,５００万円
補正額（11号）	 １０億６，４８６万７千円
補正額（12号）	 １７億３，０４２万２千円
補正後総額	 ２９３億７２１万７千円
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決

可
決
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決

承
認住民税非課税世帯等に対する

臨時特別給付金事業
１０億４，６５３万５千円

新病院建設関連事業
５３億４，１３７万円

炭鉱電車保存整備事業
１億４，０８２万３千円

地球温暖化対策事業
１億９，１６３万５千円

（新病院イメージ）
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　企業版ふるさと納税の受皿として新
たな基金を創設し、企業版ふるさと納
税の有効活用及び円滑な制度運営を
図るため、条例制定が行われるもの。

下記の人事案件に同意しました。

荒尾市教育長
浦部　眞氏 （長洲町）

荒尾市公平委員会委員
本村　惠美子氏 （蔵満）

人事案件 条例の制定（主なものを抜粋）

同
意

可
決荒尾市企業版ふるさと納税

基金条例の制定について

令和４年第１回定例会上程議案一覧及び審議結果一覧
議案番号 件　　　　　　名 委員会付託 結 　 果

❶ 議第１号 令和４年度荒尾市一般会計予算 財 務 原案可決

議第２号 令和４年度荒尾市国民健康保険特別会計予算 財 務 原案可決

議第３号 令和４年度荒尾市介護保険特別会計予算 財 務 原案可決
❷ 議第４号 令和４年度荒尾市後期高齢者医療特別会計予算 財 務 原案可決

議第５号 令和４年度荒尾市南新地土地区画整理事業特別会計予算 財 務 原案可決
❸ 議第６号 令和４年度荒尾市水道事業会計予算 財 務 原案可決

議第７号 令和４年度荒尾市下水道事業会計予算 財 務 原案可決
議第８号 令和４年度荒尾市病院事業会計予算 財 務 原案可決
議第９号 専決処分について（令和３年度荒尾市一般会計補正予算（第１０号）） 財 務 承 認

議第１０号 専決処分について（令和３年度荒尾市一般会計補正予算（第１１号）） 財 務 承 認
議第１１号 荒尾市企業版ふるさと納税基金条例の制定について 総務文教 原案可決
議第１２号 荒尾市・長洲町学校給食センター条例の制定について 総務文教 原案可決
議第１３号 荒尾市個人情報保護条例の一部改正について 総務文教 原案可決
議第１４号 荒尾市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 総務文教 原案可決

議第１５号 荒尾市議会議員、委員、立会人等の議員報酬、報酬等支給条例の一
部改正について 総務文教 原案可決

議第１６号 荒尾市長等の給与等に関する条例等の一部改正について 総務文教 原案可決

❹ 議第１７号 荒尾市職員の給与に関する条例及び荒尾市パートタイム会計年度任用職員
の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について 総務文教 原案可決

議第１８号 荒尾市税条例の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第１９号 荒尾市税外歳入に係る督促手数料及び延滞金徴収条例の一部改正に
ついて 市民福祉 原案可決

議第２０号 荒尾市放課後児童クラブ条例の一部改正について 市民福祉 原案可決
議第２１号 荒尾市消防団条例の一部改正について 市民福祉 原案可決
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令和４年第１回定例会

賛否一覧表
　下記以外の議案は全会一致で原案可決、原案同意、採択、承認にな
りました。
　安田議長は可否同数の場合のみ裁決権を行使します。

議 案 等 結果
議 員 名
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表決数
賛成　反対

❶ 議 第 １ 号 原案可決 16 ― １ ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
❷ 議 第 ４ 号 原案可決 12 ― ５ ● ● × ● ● × × ● ● ● ● × × ● ● ● ●
❸ 議 第 ６ 号 原案可決 16 ― １ ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
❹ 議 第 １ ７ 号 原案可決 10 ― ７ ● × × ● ● × × ● ● ● ● × × ● ● × ●
❺ 議 第 ２ ５ 号 原案可決 12 ― ５ ● ● × ● ● × × ● ● ● ● × × ● ● ● ●
❻ 意 見 書 第２号 原案可決 12 ― ５ ● ● × ● ● × × ● ● ● ● × × ● ● ● ●

●は賛成　×は反対　※議席番号順

議第２２号 荒尾市民病院医学生奨学金貸付条例及び荒尾市民病院看護学生奨学
金貸付条例の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第２３号 市道路線の廃止及び認定について 産業建設 原案可決
議第２４号 財産の取得について 総務文教 原案可決

❺ 議第２５号 令和３年度荒尾市一般会計補正予算（第１２号） 財 務 原案可決
議第２６号 令和３年度荒尾市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 財 務 原案可決
議第２７号 令和３年度荒尾市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 財 務 原案可決
議第２８号 令和３年度荒尾市南新地土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 財 務 原案可決
議第２９号 令和３年度荒尾市下水道事業会計補正予算（第２号） 財 務 原案可決
議第３０号 荒尾市教育長の任命について 　 ― 　 原案同意
議第３１号 荒尾市公平委員会委員の選任について 　 ― 　 原案同意
議第３２号 荒尾市中小企業・小規模企業振興基本条例の一部改正について 　 ― 　 原案可決
令和４年陳情

第１号
シルバー人材センターに対する支援を求める意見書提出を
求める陳情 市民福祉 採 択

意見書第１号 アサリの産地偽装にかかる風評被害等への対策を求める意見書 　 ― 　 原案可決
❻ 意見書第２号 消費税インボイス制度の適正な運用を求める意見書 　 ― 　 原案可決

決議第３号 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議し、即時撤退を求める決議 　 ― 　 原案可決

　本条例は、中小企業等の振興について定めてあるもので、平成２８
年３月議会に議員提案により上程され、施行されているものです。今回、
産業建設常任委員会からの提案により、受注事業者においても、中小
企業等の振興及び地域経済の活性化につながるよう地域と連携した取
組に努めるものとする規定を追加し、市内での消費促進、雇用機会の
確保等につながるよう改正するものです。

荒尾市中小企業・小規模企業振興基本条例の一部改正について
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陳 情

意 見 書

決 議

　陳情とは、国や地方公共団体に意見や希望を述べることです。（請
願と違い、紹介議員がつく必要はありません。）
　本定例会では１件の陳情を審議し、採択しました。

　国会や関係省庁などへ意見や要望を伝えるため、市議会は意見書を
提出することができます。本定例会では２件の意見書を審議し、原案
可決しました。

　決議とは、議会の意思を表明することです。
本定例会では１件の決議を審議し、原案可決
しました。

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書提出を求める陳情
【陳情事項】
　消費税における適格請求書等保存方式（インボイス制度）について、シルバー人材センター事業運営に
及ぼす影響が極めて大きいことから、安定的な事業運営が可能となる措置を内容とする標記意見書の提
出を陳情する。

【審査の経過及び結果】
　本陳情は市民福祉常任委員会で採択とすべきものとし、本会議でも、全会一致で採択と議決され、「消
費税インボイス制度の適正な運用を求める意見書」を関係機関に提出しました。

　　アサリの産地偽装にかかる風評被害等への対策を求める意見書
　アサリの産地偽装の根絶を含め食の安心安全を図っていくためにも、食品表示法に基づく厳正な対処、
輸入アサリの複雑な販売・流通経路の実態把握と取締体制の整備、トレーサビリティ制度の構築、そして、
本市の農水産物への風評被害の対策について、国、政府及び県に対して強く求めるもの。

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議し、即時撤退を求める決議
　ロシアによるウクライナへの侵略については、明らかに、ウクライナの主権、一体性を侵害し、武力
の行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、国連憲章に違反するものである。このようなロシアの力に
よる侵略行為は断じて許されるものではなく、強く非難せざるを得ない。
　またロシアは、核戦力の特別態勢を発動し、核の使用さえも辞さないと示唆しており、ロシアによる
ウクライナ原発施設等への攻撃を断じて容認することはできない。
　よって、荒尾市議会は、ウクライナに安寧の日々が早急に来ることを願い、ロシアに対して、即時の
攻撃中止と部隊撤退を強く求める。

消費税インボイス制度の適正な運用を求める意見書
　公的団体が提供する公共性のあるサービスの持続可能性の観点及びコロナ禍で疲弊した中小零細企業
等に対する激変緩和の必要性から、実施時期の延期を含めたインボイス制度の適正な運用を、国及び政
府に対して強く求めるもの。
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（議第１号）令和４年度荒尾市一般会計予算
（反対）本予算には社会福祉関連の新規及び拡充予算が含まれ評価
するが、同和関連補助金を据え置き、荒尾二造関連予算は極めて

不十分であり、マイナンバー交付関連受託予算とともに、南新地への「道の駅」開設に２４億円の市
税等を投じる債務負担が含まれる。近年、利用客が落ち込み、厳しい運営が深刻化している近郊の「道
の駅」が増加する中で、予算規模を縮小し慎重な計画の見直しが求められる。以上の理由から、この
予算に反対する。
( 賛成 )　令和４年度荒尾市一般会計予算は過去最大の規模となっている。その特徴は、「地域福祉計
画策定事業費、子育て支援事業費、地球温暖化対策事業費」等々、一部新規・拡充を含む４６の新規・
拡充事業が予算化されている。新年度予算は、自主財源が乏しく、依存財源に頼った苦しい財政状況
の中、市民福祉の向上と地域社会の将来について、責任をもって統括される予算と理解し、賛成とする。

（議第４号）令和４年度荒尾市後期高齢者医療特別会計予算
( 反対 ) この議案は、高齢者の保険料負担率を令和２・３年度の１１．４１％から令和４・５年度
の１１．７２％にするというもの。少子高齢化が進むため、７５歳未満の負担を減らすということ。
２０２２年度後半には年収２００万円以上３８３万円未満の高齢者は、自己負担が１割から２割にな
る。年金も令和４年４月から０．４％引き下げられ、高齢者は診察を差し控えることになる。重篤化
してからしか受診しない状況をつくる。故に反対する。

（議第６号）令和４年度荒尾市水道事業会計予算
( 反対 ) 荒尾市の水道事業は民営化され支出のほとんどが包括委託となり、建設改良費では 95％以上
約７億円を占めるが行政は入札に関与しない。包括委託料の適否の判断には委託事業者の経営資料が
不可欠であり、次年度に水道料金引上げが検討される中で包括委託妥当性の検証も必要である。水道
事業を民営化した全国の自治体の中で委託事業者の経営資料を開示しないのは荒尾市だけであり、こ
の予算には反対するとともに経営情報の開示を求める。

（議第１７号）荒尾市職員の給与に関する条例及び荒尾市パートタイム会計年度
任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について

（反対）長引くコロナ禍は、緊急事態宣言や度重なるまん延防止等重点措置により地域経済に甚大な
経済的被害をもたらした。市職員は民間企業主体で再生するのは難しい局面になりつつある中で、自
治体として自治体職員として何が出来るかを考え、地域経済を活発に動かしていく施策を行っている。
この議案は公務員の期末手当の減額が地域経済に与える影響、生計に与える影響を鑑み反対とする。

（意見書第２号）消費税インボイス制度の適正な運用を求める意見書
( 反対 ) インボイスにより、これまでの免税制度が廃止され、赤字でも事業者は身銭を切って消費税
を納税せざるをえなくなり、事務も複雑なため倒産や廃業が相次ぐことが強く懸念される。本意見書
は、「実施時期の延期を含めたインボイス制度の適正な運用」を求めるという内容であり、国の実施
計画をそのまま容認するものであり、シルバー人材センターが求める「安定的な事業運営」は望めず、
インボイスは中止する以外にないため反対をする。

議案等に対する

 討論！
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　会派代表質問とは、２人以上所属の会派が、市長施政方針と
当初予算について質問を行うものです。今回、新社会党議員団
が会派代表質問を、９名の議員が一般質問を行いました。

会派代表質問
一般質問
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）
に

つ
い
て

問
一
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
中
小
事

業
所
や
飲
食
店
を
は
じ
め
、
園

や
学
校
、
高
齢
者
施
設
等
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
の
市
民
の
誰

も
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。
時

短
協
力
金
は
あ
る
も
の
の
経
営

は
厳
し
い
こ
と
を
聞
く
と
こ
ろ

で
あ
り
、
時
短
が
非
正
規
労
働

者
に
と
っ
て
も
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
暮
ら
し
と
経
済

対
策
は
必
要
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
今
後
も
続
く
と
想
定
さ
れ

て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

功
を
奏
す
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

公
共
工
事
の
不
正
入

札
の
問
題
に
つ
い
て

問
１
月
14
日
に
判
明
し
た

荒
尾
市
発
注
の
工
事
に

お
け
る
虚
偽
の
書
類
で
の
入
札

参
加
に
つ
い
て
、
書
類
の
嘘
は

見
抜
け
な
い
の
か
。
こ
の
業
者

は
過
去
に
も
九
州
整
備
局
発
注

の
公
共
事
業
に
対
し
て
虚
偽
申

請
を
し
て
、
建
設
業
法
第
28
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当
す
る
と

し
て
４
カ
月
の
指
名
停
止
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
知
ら

な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
も

公
共
工
事
に
不
正
は
あ
っ
た
と

思
う
が
、
再
発
防
止
策
は
な
い

の
か
。

新社会党議員団
田中　浩治 議員

坂東　俊子 議員※
そ
の
他
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
早
期
導
入
を
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
令
和
４
年
度
の
経
済
対
策
と
し

て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
発
行
や
宿
泊
支
援
補
助
金
、
バ
ス

ツ
ア
ー
補
助
金
な
ど
を
予
算
計
上
し
て

い
る
。
経
済
活
動
が
停
滞
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
状
況
に
応
じ
た
事
業
を
計

画
す
る
が
、
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
時

期
に
お
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
市

民
一
人
一
人
に
基
本
的
な
感
染
予
防
対

策
を
お
願
い
す
る
と
い
っ
た
、
感
染
拡

大
を
防
止
す
る
施
策
が
何
よ
り
の
経
済

対
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、

感
染
が
あ
る
程
度
収
ま
っ
た
時
期
に
は
、

一
定
の
人
流
を
促
進
す
る
経
済
対
策
に

よ
り
経
済
の
回
復
に
努
め
る
が
、
感
染

者
数
の
推
移
や
病
床
使
用
率
な
ど
を
見

な
が
ら
、
時
期
や
内
容
な
ど
を
慎
重
に

判
断
す
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
格
的
な
経
済

回
復
を
狙
っ
た
経
済
対
策
の
実
施
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
条
件
と
な
る
の

で
、
感
染
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
感
染

拡
大
防
止
と
経
済
対
策
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
対
応
す
る
。
ま
た
、
生
活

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
者
も
増

え
て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

関
係
機
関
と
も
連
携
し
市
民
生
活
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
本
市
に
お
い
て
は
関
係
法
令
に

基
づ
き
厳
格
で
公
正
な
契
約
を

行
っ
て
お
り
、
本
市
へ
の
入
札
の
参
加

に
当
た
っ
て
、
事
業
者
は
申
請
書
や
添

付
書
類
の
記
載
事
項
が
事
実
と
相
違
な

い
こ
と
を
誓
約
し
、
さ
ら
に
一
般
競
争

入
札
で
は
届
出
書
や
確
認
申
請
書
に
も

同
様
に
、
二
重
、
三
重
に
事
実
と
相
違

な
い
旨
誓
約
し
た
上
で
、
市
と
し
て
審

査
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
意
図

的
、
確
信
的
な
偽
造
は
全
く
想
定
し
て

い
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
「
公
契
約
関
係
競
売
入
札
妨

害
」
で
は
本
市
は
１
年
３
カ
月
の
指
名

停
止
処
分
を
行
っ
た
が
、
不
正
行
為
に

よ
っ
て
登
録
事
業
者
で
あ
れ
ば
国
や
県

の
指
名
停
止
処
分
や
刑
事
罰
を
問
わ
れ
、

事
業
存
続
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
大
き

な
代
償
を
払
う
場
合
も
あ
る
。
当
然
に
、

本
市
に
お
い
て
も
他
の
機
関
で
の
事
案

も
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
指
名

停
止
措
置
は
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
指
名
停
止
の
一
層
厳
格
な
運

用
を
検
討
す
る
ほ
か
、
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
公
平
性
・
公
正
性
の
向
上

に
努
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
も
強
化

し
て
、
厳
格
で
適
正
な
入
札
・
契
約
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
緊
急
事
態
宣
言
・
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
に
よ
り

子
育
て
支
援
事
業
も
多
大
な
影
響

を
受
け
た
。
荒
尾
市
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
市
内
３
カ
所
の

保
育
園
に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
行
政
の
対
応
か
ら
、
新
た

な
形
で
の
拠
点
施
設
開
設
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
。
南
新
地
に
整

備
予
定
の
保
健
・
福
祉
・
子
育
て

支
援
施
設
に
、
子
育
て
支
援
拠
点

施
設
の
併
設
を
望
む
が
、
そ
れ
ま

で
月
日
が
あ
る
。
そ
の
間
、
保
育

所
委
託
で
な
く
４
つ
目
の
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
を
開
設
で
き
な
い

か
。
市
の
考
え
を
問
う
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
産
後

の
母
親
を
取
り
巻
く
環
境

は
激
変
し
、
感
染
を
避
け
る
た
め
、

里
帰
り
出
産
や
退
院
を
し
て
も
帰

省
で
き
ず
、
親
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
。
産
後
の
母
親
た
ち
は
孤

独
で
不
安
は
大
き
く
、
産
後
う
つ

や
虐
待
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

り
え
る
。
産
前
、
産
後
の
家
事
・

育
児
等
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
家
政

婦
や
シ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な
役
目
を

担
う
「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」
は
国
も

支
援
し
て
い
る
。「
産
前
・
産
後

ケ
ア
事
業
」
の
一
環
と
し
て
推
進

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

中野美智子 議員

野田　ゆみ 議員
※
そ
の
他
、
教
育
に
つ
い
て
、
動
物
愛
護
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
本
事
業
は
、
保
育
所
等
を
利
用
せ

ず
、
家
庭
内
保
育
を
さ
れ
て
い
る

乳
幼
児
の
親
子
を
対
象
に
、
交
流
の
場
の

提
供
や
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
、
援
助
、

子
育
て
関
連
の
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い

る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大
す
る
中
、
臨

時
休
園
等
の
措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
度
々
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
家
庭

保
育
が
可
能
な
家
庭
へ
は
登
園
を
控
え
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
す
る
な
ど
、
保
育
所

に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
も
踏
ま
え
、
南
新
地

地
区
に
お
い
て
整
備
を
進
め
て
い
る
「
保

健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
設
」
に
は
、

保
育
所
と
併
設
し
な
い
、
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
の
機
能
を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
利
用
者
の
方
か
ら
、
拠
点

の
早
期
の
再
開
を
望
む
声
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
事
業
者
と
協
議
の
う
え
、
感
染
防

止
の
徹
底
と
人
数
制
限
を
し
た
上
で
、
３

月
１
日
か
ら
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
等
に
お
い
て
も
、

で
き
る
だ
け
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
活

動
も
継
続
し
、
相
談
体
制
の
充
実
も
図
れ

る
よ
う
、
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

答
本
市
で
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
出
産
直
後
の
時

期
に
つ
い
て
は
、
産
婦
健
康
診
査
や
産
後

ケ
ア
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
支
援
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
産
婦
の
身
体
的
な

回
復
の
た
め
の
支
援
や
授
乳
指
導
等
の
専

門
的
ケ
ア
、
産
婦
へ
の
心
理
的
支
援
な
ど

を
行
う
も
の
で
、
訪
問
型
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
に
加
え
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
宿

泊
型
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
在
、
市
の
助
産
師
が
訪
問
型
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
訪
問
件
数
が

増
え
た
場
合
や
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
料
理
や
買
物
な
ど
の
家

事
支
援
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
、
産
後
ド

ゥ
ー
ラ
を
は
じ
め
と
し
た
外
部
人
材
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
も
出
て
く
る

か
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
家
事
等
の
支
援
が
必
要

な
方
に
は
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
、
利
用
の
御
案
内
を

行
っ
て
い
た
が
、
家
事
や
育
児
に
関
す
る

支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

※
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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道
の
駅
に
つ
い
て

問
道
の
駅
の
成
功
の
第
一
は
、

農
水
産
物
の
品
揃
え
だ
と

思
う
が
、
現
在
の
出
品
希
望
者
数

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

次
の
対
策
と
し
て
、
近
隣
地
域
か

ら
の
出
品
希
望
者
を
募
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
は
ど
う
な

の
か
。

新
た
な
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

問
こ
れ
ま
で
住
宅
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
中
核
を
担
っ

て
き
た
市
営
住
宅
の
活
用
は
、
民

間
の
賃
貸
住
宅
の
活
用
に
大
き
く

シ
フ
ト
し
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

中
で
も
、
福
祉
部
局
と
住
宅
部
局

が
協
力
し
、
そ
れ
に
住
宅
・
不
動

産
団
体
や
福
祉
支
援
団
体
が
参
加

す
る
居
住
支
援
協
議
会
の
設
立
に

よ
り
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
住
宅

困
窮
者
等
の
居
住
支
援
や
入
居
後

の
生
活
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

荒
尾
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問

う
。

鶴田　賢了 議員

俣川　勝範 議員

※
そ
の
他
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て
、
中
学
生
の
部
活
動
の
状
況

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
、
新
生
児
全
員
に
聴
覚
検
査
の
体
制
整
備

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
本
市
で
は
、
多
く
の
地
元
の
農
水

産
物
を
道
の
駅
に
出
荷
し
て
も
ら

う
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
出
荷
意
向
調

査
を
行
い
、
現
在
約
１
５
０
名
の
生
産
者

に
意
向
確
認
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

①
梨
等
の
果
物
の
生
産
が
多
く
、
道
の
駅

の
魅
力
と
な
る
。
②
夏
場
の
葉
物
野
菜
や

ト
マ
ト
等
の
果
菜
類
の
充
足
が
必
要
。
③

農
作
物
に
偏
り
が
あ
る
。
④
出
荷
者
の
う

ち
約
３
割
が
70
代
で
あ
る
、
な
ど
４
つ
の

特
徴
や
課
題
が
把
握
で
き
た
こ
と
か
ら
、

今
年
度
か
ら
農
業
用
機
械
等
や
苗
木
・
種

子
等
の
購
入
支
援
、
栽
培
技
術
セ
ミ
ナ
ー

等
を
開
催
し
、
果
物
の
充
実
化
や
不
足
野

菜
の
栽
培
促
進
、
新
た
な
生
産
者
を
発
掘

し
、
品
揃
え
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
水

産
物
で
も
海
苔
や
マ
ジ
ャ
ク
を
は
じ
め
、

カ
キ
養
殖
も
引
き
続
き
支
援
し
、
水
産
物

の
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
の
出
荷
依
頼
に
つ
い
て
は
、

先
ず
は
地
元
の
生
産
者
を
中
心
に
お
願
い

し
て
い
く
が
、
一
年
を
通
し
て
の
出
荷
が

困
難
な
品
目
に
つ
い
て
は
、
運
営
事
業
者

と
協
議
し
な
が
ら
、
有
明
海
沿
岸
地
域
の

道
の
駅
を
は
じ
め
、
近
隣
地
域
に
依
頼
し

て
い
く
。

答
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
増

加
し
て
い
く
も
の
の
、
公
営
住
宅
の
大
幅

な
増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
の
中
、
一
方

で
は
、
民
間
の
空
き
家
・
空
き
室
は
増
加

す
る
な
ど
、
住
宅
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
策

が
国
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

中
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
改
修
や
家
賃
補
助

な
ど
の
支
援
に
お
い
て
は
、
市
営
住
宅
が

不
足
し
て
い
る
自
治
体
な
ど
で
は
採
用
し

て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
市
営
住

宅
の
空
き
室
が
多
数
あ
り
、
そ
の
有
効
活

用
を
現
在
進
め
て
い
る
観
点
か
ら
、
こ
の

制
度
の
適
用
は
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い

な
い
。

　

ま
た
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
居
住
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

庁
内
各
部
署
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
住

宅
確
保
要
配
慮
者
の
居
住
支
援
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
、
他

の
先
進
団
体
等
の
活
動
を
調
査
・
研
究
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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荒
尾
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
拠
点

施
設
（
仮
称
）
整
備
・
運

営
事
業
に
つ
い
て

問
「
道
の
駅
」と「
保
健・福
祉・

子
育
て
支
援
施
設
」
の
建

設
等
に
荒
尾
市
が
48
・
７
億
円
を

負
担
し
、「
道
の
駅
」
が
24
億
円

を
占
め
、
市
が
約
９
億
円
を
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
が
、
市
民

に
は
周
知
さ
れ
ず
、
市
の
負
担
が

な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
。
市
は「
広

報
あ
ら
お
」
で
市
民
に
周
知
す
べ

き
だ
。「
道
の
駅
」
の
利
用
客
の

落
ち
込
み
や
運
営
の
深
刻
化
が
報

道
さ
れ
る
中
、「
道
の
駅
」
の
予

算
を
縮
小
し
計
画
の
見
直
し
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画
に

つ
い
て
、
市
民
説
明
会
を
早
く
開

催
す
べ
き
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
休
業
支

援
金
に
つ
い
て

問
新
規
感
染
者
は
ピ
ー
ク
を

越
え
、
減
少
傾
向
に
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
専
門
家
か
ら
は
今

後
も
感
染
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
自
分

や
家
族
の
感
染
、
濃
厚
接
触
、
ま

た
会
社
か
ら
の
休
業
要
請
や
子
ど

も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
保
育
園
・

学
校
・
学
童
ク
ラ
ブ
や
親
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
休
み
な
ど
で
仕
事
を

休
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
小
学
校

等
や
会
社
の
休
業
に
対
す
る
支
援

金
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

木村　誠一 議員

北園　敏光 議員
※
そ
の
他
、
公
競
売
入
札
妨
害
起
訴
事
件
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

小
学
校
等
の
休
校
に
よ
り
、
子
ど

も
の
世
話
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
、
従

業
員
に
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主

に
対
し
て
賃
金
分
を
助
成
す
る
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
小
学
校
休

業
等
対
応
助
成
金
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
事

業
主
が
、
こ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
有
給

休
暇
制
度
を
設
け
、
年
休
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
が
希
望
に
応
じ
て
休
暇
を
取
得
で

き
る
環
境
を
整
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
休
業
さ
せ
ら
れ
た
従
業

員
の
う
ち
、
休
業
手
当
の
支
払
い
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
従
業
員
に
対
し

支
給
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
」
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
国
が
実
施
し
て
い
る
事
業

だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
市
民
の
皆
様
が
仕
事
や
生
活
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
各
種
支

援
内
容
を
随
時
確
認
し
な
が
ら
、
多
く
の

事
業
所
や
市
民
の
皆
様
に
的
確
に
お
伝
え

で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周

知
の
強
化
に
努
め
る
。

※
そ
の
他
、
本
市
に
お
け
る
農
業
振
興
に
つ
い
て
、
情
報
格
差
「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
」

に
つ
い
て
、
猫
に
よ
る
地
域
環
境
の
影
響
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
ウ
ェ
ル
ネ
ス
拠
点
施
設
整
備
・
運

営
事
業
に
か
か
る
債
務
負
担
行
為

の
予
算
を
提
案
す
る
に
先
立
ち
、
市
議
会

に
は
、
従
来
方
式
に
比
べ
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
る
総
事
業
費
の
削
減
率
（
Ｖ
Ｆ
Ｍ
）

と
共
に
、
事
業
期
間
中
の
全
て
の
年
度
に

お
け
る
公
共
の
収
入
と
支
出
を
整
理
し
た

も
の
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
予
算
提
案

に
当
た
っ
て
は
施
設
整
備
費
に
係
る
サ
ー

ビ
ス
購
入
量
及
び
維
持
管
理
・
運
営
費
に

係
る
サ
ー
ビ
ス
購
入
料
を
そ
れ
ぞ
れ
明
記

し
た
議
案
資
料
を
作
成
し
、
十
分
な
説
明

に
努
め
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
定
め
ら
れ
た
実
施
方
針
や

Ｖ
Ｆ
Ｍ
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る
各

種
資
料
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

お
り
、
ま
た
本
年
１
月
号
の
広
報
あ
ら
お

で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
や
コ
ス
ト
削

減
効
果
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
後
も

法
の
規
定
に
従
い
、
適
宜
・
適
切
に
市
民

の
皆
様
等
へ
情
報
提
供
を
行
う
。

　

ま
た
、
今
年
末
に
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス
拠
点

施
設
の
最
優
秀
提
案
事
業
者
が
決
定
す
る

た
め
、
そ
の
後
、
施
設
の
姿
が
見
え
て
き

た
段
階
で
、
時
期
を
捉
え
、
住
民
懇
談
会

な
ど
の
機
会
を
通
し
て
市
民
の
皆
様
に
説

明
す
る
。
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施
政
方
針
（
市
営
住
宅

の
移
転
）
に
つ
い
て

問
本
市
に
あ
る
１
６
１
９
戸

の
市
営
住
宅
は
、
耐
用
年

数
が
残
っ
て
い
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
の
８
３
４
戸
に
移
転
し

て
も
ら
う
計
画
で
あ
り
、
大
和
団

地
で
は
２
月
か
ら
入
居
者
意
向
調

査
が
始
ま
っ
て
い
る
。
移
転
と
な

れ
ば
、
大
幅
な
家
賃
の
引
上
げ
が

入
居
者
の
生
活
を
直
撃
す
る
た
め
、

支
援
内
容
等
の
説
明
や
収
入
・
世

帯
状
況
の
把
握
等
、
適
切
に
対
処

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
入
居

者
の
意
思
は
十
分
尊
重
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

野
良
猫
対
策
に
つ
い
て

問
荒
尾
市
と
し
て
、
野
良
猫
・

外
猫
に
関
す
る
条
例
を
作

り
、
し
っ
か
り
と
野
良
猫
・
外
猫

対
策
に
取
り
組
む
時
期
に
来
て
い

る
と
考
え
る
が
、
当
局
と
し
て
の

見
解
を
伺
う
。

谷口　繁治 議員

橋本　誠剛 議員

※
そ
の
他
、
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、
施
政
方
針
（
先
導
的
で
持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
）
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
大
和
団
地
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

今
年
１
月
の
団
地
の
役
員
会
に
お

い
て
移
転
の
方
針
や
支
援
内
容
に
つ
い
て

説
明
し
、
一
定
の
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
、
個
別
訪
問

と
し
て
、
全
51
世
帯
の
う
ち
約
半
数
の

方
々
に
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
世

帯
の
意
向
に
つ
い
て
丁
寧
な
聴
き
取
り
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
個

別
に
聞
き
取
っ
た
内
容
を
基
に
希
望
の
部

屋
の
改
修
を
行
い
、
移
転
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
入
居
さ
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
、

建
設
当
初
か
ら
居
住
さ
れ
て
い
る
方
や
一

人
暮
ら
し
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
お

ら
れ
る
の
で
、
誰
も
が
不
安
を
抱
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
も
十
分
配
慮
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
世
帯
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
て

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
安
心
し
て
転
居
が
で
き
る

よ
う
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
転
居

に
向
け
て
の
移
転
費
の
補
助
や
５
年
間
の

家
賃
軽
減
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

答
猫
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
相
談

の
多
く
は
「
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
」

や
「
多
頭
飼
い
」、「
外
猫
」
に
よ
る
騒
音

等
の
苦
情
で
あ
る
。
野
良
猫
に
対
し
、「
か

わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
や
「
生
き
も
の
を
大

切
に
」
と
言
っ
て
餌
を
与
え
る
と
い
っ
た

間
違
っ
た
世
話
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
残

っ
た
餌
か
ら
悪
臭
が
生
じ
、
虫
や
カ
ラ
ス

な
ど
が
寄
っ
て
く
る
な
ど
、
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
近
隣
間
で
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
室
内
飼
い
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
る
よ

う
啓
発
し
、
不
適
切
な
飼
育
者
に
対
し
て

は
、
有
明
保
健
所
職
員
と
同
行
し
、
野
良

猫
に
餌
を
与
え
な
い
こ
と
や
、
猫
は
家
の

中
で
飼
う
こ
と
な
ど
、
指
導
や
助
言
を
行

い
責
任
あ
る
飼
育
を
周
知
し
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
策
と
し
て
、
公
益
財
団
法

人
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
事
業
で
あ
る
「
さ
く

ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」
に
参
加
す

る
こ
と
を
検
討
し
、
人
と
猫
が
共
生
す
る

社
会
の
実
現
を
基
に
他
都
市
を
参
考
と
し

て
そ
の
時
代
に
合
っ
た
条
例
策
定
を
研
究

し
、
行
政
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
く
。
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令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
当
初
予
算
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
間
討
議
を
行
い
、
執
行
部
に
対
し
て
の
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
質
疑
・
答
弁
、
要
望
事
項
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計総額
２４６億４千万円

問
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
対

策
は
、
圏
域
で
の
対
策
が
必

要
と
考
え
る
。
捕
獲
後
の
処
理
施
設

や
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
を
、
自
治
体
で

共
同
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
猟
友
会
の
後

継
者
育
成
の
方
針
を
問
う
。

答
処
理
施
設
や
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
は
、

整
備
費
等
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

近
隣
自
治
体
合
同
で
の
整
備
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
き
た
い
。
後
継
者
育
成
対
策
と

し
て
は
、
新
年
度
に
野
生
鳥
獣
捕
獲
の
実

践
研
修
や
狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
助
成
な

ど
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
が
守
っ

て
い
く
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
次
世
代

の
地
域
農
業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
若
い
世

代
が
主
体
的
に
活
動
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
や
サ
ポ
ー
ト
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
本
市
の
児
童
生
徒
数
の
将
来

推
計
で
は
、
一
部
小
学
校
の

「
小
規
模
化
」
が
進
行
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。
将
来
を
見
据
え
た
学

校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

答
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置

に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
方

農
産
物
被
害
対
策
事
業
費
に

つ
い
て

学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て

針
の
変
更
や
地
方
教
育
行
政
法
の
改
正
等
、

様
々
な
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、

児
童
生
徒
の
教
育
条
件
を
よ
り
良
く
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
健
や

か
に
育
ん
で
い
く
た
め
の
「
最
善
の
選
択
」

を
、
教
育
委
員
会
と
し
て
し
っ
か
り
と
考

え
、
今
後
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。問

高
齢
者
の
免
許
返
納
に
対
し
十

分
な
対
策
が
出
来
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
高
齢
者
等
の
交
通

高
齢
者
等
の
交
通
移
動
弱
者

対
策
に
つ
い
て

移
動
弱
者
対
策
に
つ
い
て
、
生
活
交

通
確
保
の
観
点
か
ら
見
解
を
伺
う
。

答
車
が
な
く
て
も
買
い
物
な
ど
移
動

が
で
き
る
公
共
交
通
環
境
の
整
備

が
最
も
重
要
と
考
え
る
。「
お
も
や
い
タ

ク
シ
ー
」
の
導
入
が
、
運
転
に
不
安
が
あ

る
高
齢
者
が
免
許
を
更
新
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
改
善
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
今
後
、
新
年
度
に
実
施
す
る
「
お

も
や
い
タ
ク
シ
ー
」
の
定
額
利
用
制
度
の

実
証
実
験
の
中
で
免
許
返
納
検
討
者
の
ニ

ー
ズ
調
査
を
行
い
、
警
察
等
と
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
安
心
安
全
な
生
活
を
送
れ

る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
行
っ
て

い
く
。
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問
新
年
度
予
算
で
は
女
性
職
員

や
子
育
て
世
代
へ
の
予
算
措

置
が
な
さ
れ
て
お
り
評
価
す
る
が
、

女
性
全
体
に
係
る
対
策
の
全
体
像
が

見
え
な
い
。
今
後
の
効
果
的
な
対
策

を
問
う
。

答
「
あ
ら
お
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

現
在
進
め
て
い
る
子
育
て
支
援
や

教
育
に
関
す
る
施
策
、
災
害
に
強
く
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
さ
ら
に
充
実

し
な
が
ら
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
女

性
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
女
性

が
働
き
や
す
い
雇
用
環
境
の
創
出
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
の
た
め
の
多
様
で
柔
軟
な

働
き
方
の
普
及
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
に
も
努
め
て
い
く
。

女
性
の
人
口
流
出
を
止
め
る

施
策
に
つ
い
て

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
農
林
水
産
業
を
本
市
の
基
幹

産
業
と
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
農
水
産
業
従

事
者
の
所
得
ア
ッ
プ
の
た
め
、
各
部

会
と
協
議
を
行
い
、
大
胆
に
予
算
を

付
け
る
べ
き
と
考
え
る
。

答
「
農
水
産
業
の
成
長
産
業
化
」
を
目

指
し
、
新
年
度
は
、
ヒ
ト
（
人
材

の
育
成
）、
モ
ノ
（
設
備
投
資
支
援
等
）、

販
路
（
道
の
駅
の
整
備
、
梨
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
等
）
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
予
算
も
前
年
度
比
28
・
５
％
増
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
等
と

議
論
を
重
ね
、
共
通
認
識
の
下
で
事
業
効

果
を
高
め
、
生

産
者
の
所
得
向

上
や
地
域
経
済

の
活
性
化
を
進

め
て
い
く
。

要
望
事
項(

一
般
会
計
・
国
保
特

別
会
計
・
病
院
事
業
会
計)

問
全
体
方
針
（
再
配
置
計
画
）

が
示
さ
れ
て
数
年
経
過
し
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
及
び
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
運
動
公
園
の
再
編
整
備
は
、
本
市

に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
、
極
め
て
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
認

識
し
て
い
る
が
、　

現
在
、
進
め
て
い
る

将
来
に
向
け
た
投
資
事
業
の
進
捗
状
況
や

財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
中
期
的
な

課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・
教
育
的
価
値
が
高
い
宮
﨑
兄
弟
生

家
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ

と
。

・
新
市
立
図
書
館
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
有
効
活
用
し
、
本
市
の
文
化
遺

跡
等
の
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

・
各
種
団
体
へ
の
助
成
金
の
適
正
支

出
を
検
証
す
る
た
め
、
助
成
団
体・

審
議
会
の
一
覧
表
の
提
出
を
求
め

る
。

・
本
市
経
済
の
発
展
の
た
め
、
道
路

整
備
事
業
の
原
資
で
あ
る
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
獲
得
に
努

め
る
こ
と
。

・
国
保
特
別
会
計
の
安
定
的
な
運
営

の
た
め
、
医
療
費
の
増
加
を
抑
制

す
る
施
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

・
新
病
院
の
開
院
を
控
え
、
医
療
従

事
者
の
安
定
的
な
確
保
を
図
り
、

併
せ
て
良
好
な
労
働
環
境
の
整
備

に
努
め
る
こ
と
。

運
動
公
園
の
長
寿
命
化
計
画
に

つ
い
て
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［
広
報
広
聴
委
員
会　
広
報
部
会
］

広
報
広
聴
委
員
会
長 

浜
崎 

英
利　
　

広
報
部
会
長 

菅
嶋 

公
尚

委
員 

鶴
田 

賢
了　
委
員 

古
城 

義
郎

委
員 

坂
東 

俊
子　
委
員 

中
野
美
智
子

委
員 

谷
口 

繁
治　
委
員 

橋
本 

誠
剛

委
員 

菰
田 

正
也

　「
あ
ら
お
市
議
会
だ
よ
り
」
が
さ
ら

に
変
わ
り
ま
し
た
。
今
号
か
ら
表
紙
と

裏
表
紙
だ
け
で
な
く
中
面
も
カ
ラ
ー
写

真
を
掲
載
。
見
出
し
や
イ
ラ
ス
ト
も
含

め
て
、
よ
り
カ
ラ
フ
ル
な
紙
面
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
当
初
予
算
や
昨
年
度
の
補
正

予
算
、
事
業
内
容
な
ど
も
一
覧
表
や
全

文
を
掲
載
す
る
の
で
は
な
く
、
主
な
も

の
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
議
会
だ
よ
り
の
総
ペ
ー
ジ
数
を
抑
え

て
お
り
、
製
作
費
は
従
来
と
同
レ
ベ
ル

の
ま
ま
で
す
。
前
号
の
岱
志
高
校
美
術

工
芸
コ
ー
ス
に
続
い
て
、
表
紙
で
は
有

明
高
校
書
道
同
好
会
の
生
徒
さ
ん
た
ち

の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
、
あ
ら
お

シ
テ
ィ
モ
ー
ル
内
に
新
市
立
図
書
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
郷
土
愛
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
、
見
や
す
く
な
っ
た

市
議
会
だ
よ
り
を
今
後
も
ぜ
ひ
と
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
表
紙
作
品
は
、
有
明
高
校
書

道
同
好
会
の
３
名
の
生
徒
に
よ

る
合
作
で
す
。
表
題
は
３
年
生

井
上
遥
華
さ
ん
、
上
段
は
２
年

生
松
元
夢
蘭
さ
ん
、
下
段
は
２

年
生
梅
本
悠
和
愛
さ
ん
が
担
当

し
ま
し
た
。
部
活
動
も
制
限
さ
れ
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
集
中
し

て
何
枚
も
練
習
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
呼
吸
を
合
わ
せ
て
書
き
上
げ

ま
し
た
。

　
３
名
は
看
護
科
で
看
護
師
に

な
る
夢
を
も
っ
て
、
日
々
勉
強

に
部
活
動
に
真
摯
に
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
こ
の
詩

に
出
会
い
、
そ
の
ス
ト
レ
ー
ト

な
言
葉
に
「
活
！
」
を
与
え
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　
あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
２
階
に
荒
尾
市
立
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
干
潟
の
図
書
館
」。
荒
尾
干
潟
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と

し
た
空
間
の
図
書
館
で
す
。
館
内
に
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る
「
お
は
な

し
の
へ
や
」、
荒
尾
の
歴
史
や
文
化
が
学
べ
る
「
郷
土
の
部
屋
」、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
が
体
験
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
蔵
書
数
は
約
10
万
５
千
冊
。
書
店
や
カ
フ
ェ
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
が

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
図
書
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※荒尾市議会だよりをお読みになってのご意見・ご感想を広報広聴委員会までお寄せください。　今後の参考にさせていただきます。

編

集

後

記

表
紙
に
つ
い
て

荒
尾
市
立
図
書
館
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン


